
大気質に関する  NOAEL（mgAig／day）×体重（kg）×経口吸収率×大気の寄与率   

基準値等（mg／mり   不確定係数又は安全係数×吸入吸収率×1日呼吸量（m｝／血y）  

ここに、体重70kg、吸入吸収率をα、経口吸収率をβ、呼吸量として20mソ血y、種差と  

個体差の不確定係数として100、大気の寄与率として1を用い、吸入吸収率αと経口吸収  

率βは物質毎に異なるがここでは同じと仮定し、NOAELが0．01mgA（釘day以下（クラス1  

に相当）に対応する大気質に関する基準値等を算出すると以下のようになる。  

0．01mg耽少血y X 70kg X β ×1  
クラス1大気質基準値  

100× α × 20m3／d町  

0・00035mg／m3   

大気質に関する基準値等によるクラスも水質基準値によるクラスと同様にオーダーで区  

切ることとし、オーダーで区切りの良い安全側の値をとると0．001mg／m，以下の物質が吸入  

慢性毒性クラス1となる。以下NOAELのクラスと同様、クラス1の10倍をクラス2、  

100倍をクラス3とする。   

NOAEL（HEC）またはLOAEL（HEC）を用いる場合、吸入NOAEL（HEC）は実験動物に対す  

る吸ネNOAELを暴露時間で補正した上で、人間と実験動物についての呼吸量と呼吸表面  

積との比で補正して換算した値であり、このまま環境大気における人間の吸入NOAELと  

して用いることができる。一方、実験動物に対する経口NOAELは体重1kgあたりの経口  

摂取量で示されていることから、吸入NOAEL（Ⅰ正C）と経口NOAELには以下のような関係  

がある。  

経口NOAEL（m釘k釘血y）×体重（kg）×経口吸収率  
吸入NOAEL（HEC）（mg／m3）   

吸入吸収率×1日呼吸量（mさ／d町）   

ここに、体重70kg、吸入吸収率α及び経口吸収率βを同じと仮定、呼吸量として  

20m3／血yを用い、経口NOAELが0．01mg此釘day以下（クラス1に相当）に対応する吸入  

NOAEL（HEC）を算出すると以下のようになる。  

0．01m釘k釘d町× 70kg X β  
クラス1NOAEL（HEC）＝  

α × 20mi／day   

O・035mg／m5   

吸入NOAEL（HEC）によるクラスも水質基準値によるクラスと同様にオーダーで区切る  

こととし、オーダーで区切りの良い安全側の値をとると0．1mg／mユ以下の物質が吸入慢性  
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毒性クラス1となる。以下経口NOAELのクラスと同様、クラス1の10倍をクラス2、  

100倍をクラス3とする。   

また、 一般にLOAELからNOAELを算出するのには不確定係数として3～10が用いら  

れるが、安全側の値をとることとしてLOAEL（HEC）でのクラス区分はNOAEL（HEC）のク  

ラス区分のそれぞれ10倍とすることとする。   

なお、rRIS以外の EHC、BUA、ECETOC、SIDS、評価シー ト等に記載されている  

NOAEL（またはLOAEL）については、暴露時間の補正が行われていないことから、本来  

であれば何らかの換算が必要となるが、クラス区分がオーダー単位であることから  

NOAEL（HEC）（またはLOAEL（HEC））と同様に扱って良いと考える。  

以上から吸入慢性毒性の分類は表3の通りとなる。  

これらの分類のいずれかに該当する物質を指定対象候補物質とすることが適当である。  

表3 吸入慢性毒性の分類  

クラス     大気基準  IRIS等  
（mg／m3）      NOAEL（NOEL）（mg／m3）  LOAEL（LOEL）（mg／m3）   

1   0．001以下   0．1以下   1以下   

2   0．01以下   1以下   10以下   

3   0．1以下   10以下   100以下   

5．作業環境許容濃度から得られる吸入慢性毒性情報   

ACGIH及び日本産業衛生学会は、作業環境における許容濃度の勧告を行っている。こ  

の許容濃度は、基本的に1日8時間週5日（計40時間）暴露されると仮定したTWA（時  

間荷重平均値）として勧告されており、ほとんどすべての労働者が毎日くり返し暴露を受  

けても健康障害を起こさない濃度とされていることから、慢性毒性情報と考えられる。   

作業環境の許容濃度は作業条件下での暴露を想定して設定された値であり、労働の場以  

外での環境要因の許容限界値として用いてはならないとされている。しかしながら、吸入  

毒性の定量的情報は非常に少ないため、作業環境と一般環境との差を十分考慮して作業環  

境許容濃度を利用することが適当である。   

作業環境許容濃度のTWAは、「ほとんどの健康な成人が1日 8時間、週40時間くり  

返し暴露されて、健康上の悪影響が見られないと判断される時間荷重平均値の濃度」とさ  

れていることから、健康な成人に対してはおよそ無毒性量に設定されていると考えられる。  

したがって、健康な成人に対するNOAEL（HEC）と作業環境許容濃度TWAとの関係を次式  

のように推定できる。  
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健康な成人に対する  

NOAヱL（HEC）（mg／m3）  

40   

24 × 7  

1  1  

×－ ＝TWA（mg血l3）× －  
a  lO   

＝TWA（mg／m3）×  

なお、40／（24× 7）は時間補正項、1／aは単純な暴露時間の換算だけでは補正できない作  

業環境と爪一般環境の違い、すなわち、作業時間のみの断続的な暴露では回復が考えられる  

が、一一般環境では継続的な暴露となるため回復期間はないことを考慮した補正係数であり、  

時間補正項の40／（24×7）＝1／4．2とあわせて1／10を用いることとする。   

一方、一般環境中の広範囲の敏感な人も考慮したNOAEL（HEC）は、健康な成人に対す  

るNOAEL（HEC）に個体差の不確定係数として10を用いて換算できること、及び動物実験  

からのNOAm（HEC）に種差の不確定係数として10、個体差の不確定係数として10を用い  

て換算できることから、次の2式が成り立つ。  

健康人NOAEL（HEC）（mghn’） TWA（mghn3）×l／10  
一般人NOAEL（HEC）（mg／m3）＝  

10  

動物実験からのNOAEL（HEC）（mghn3）  

10   

一般人NOAEL（HEC）（mghn3）＝  
10×10  

以上の式から吸入慢性毒性との整合性を取ると、TWAは動物実験からのNOAEL（HEC）  

にほぼ相当すると考えることができる。したがって、動物実験からのNOAEL（HEC）のク  

ラス10・1mg／m3以下に相当する作業環境許容濃度（m）0．1m釘m3を作業環境許容濃度クラ  

ス1とし、クラス1の10倍をクラス2、100倍をクラス3とする。   

なお、以上の考え方は環境中で気体で存在する物質にはそのまま適用できるが、完全に  

気体とは見なせない粒子状物質等は、一般環境で作業環境許容濃度のような高濃度では存  

在し得ないことを考えると、粒子状物質等の濃度は気体状物質の同クラスの濃度から少な  

くとも1オ」ダー下げることが適当である。  

以上から作業環境許容濃度からの分類は表4の通りとなる。  

これらの分類のいずれかに該当する物質を指定対象候補物質とすることが適当である。  

表4 作業環境許容濃度での有害性の分類  

ACGm又は日本産業衛生学会  

クラス  

TWA（mghn3）（気体）   TWA（mg／m3）（粒子状物質等）   

1   0．1以下   0．01以下   

2   1以下   0．1以下   

3   10以下   1以下   

※急性毒性を除く  
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6．生殖／発生毒性   

生殖／発生毒性は、生殖細胞の形成から、交尾、受精、妊娠、分娩、次世代の発育、成  

熟に至るまでの一連の過程のいずれかの時期に作用して、生殖及び発生に有害な影響を及  

ぼす毒性のことである。   

人に対する生殖／発生毒性については、EUの危険な物質の分類、包装、表示に関する  

理事会指令（CounCilDirective67／548侶EC）により、3つのカテゴリーに分けられており、  

根拠としうる定量データがある場合に生殖／発生毒性の分類に利用できると考えられる。  

根拠としうる定量的なデータとしては、EHC、BUA、ECETOC、SIDS、評価シート、厚生  

省化学物質毒性試験報告等が考えられる。   

EUカテゴリー1には「人の生殖能力を害することが知られている物質（R60）」及び  

「人に対して発生毒性を引き起こすことが知られている物質（R61）」が分類されており、  

これらには疫学的な証拠がある物質が分類されていることから、生殖／発生毒性クラス1  

とする。   

EUカテゴリー2には、疫学的証拠はないものの「人の生殖能力を害するようにみなさ  

れるべき物質（R60）」及び「人に対して発生毒性を引き起こすようにみなされるべき物  

質」が分類されており、クラス2とする。   

また、EUカテゴリー3には「人の生殖能力に対して懸念を引き起こす物質（R62）」及  

び「人に対して発生毒性の懸念を引き起こす物質（R63）」が分類されており、これらは人  

に対して生殖／発生毒性があるかどうかに関しては不十分な証拠しかないが、動物に対し  

て生殖／発生毒性があることが証明されている物質であることからクラス3とする。   

以上より、EUのリスク警句からの分類は表5の通りとなるが、これらの分類のいずれ  

かに該当するもののうち、データを有するものを指定対象候補物質とすることが適当であ  

る。  

表5 生殖／発生毒性の分類  

EUリスク警句＊  

クラス  

生殖機能を損なう   胎児に害を及ぼす   

1   Repr．カテゴリー1（R60）   Repr．カテゴリー1（R61）   

2   Repr．カテゴリー2（R60）   RepLカテゴリー2（R61）   

3   Repr．カテゴリー3（R62）   Repr．カテゴリー3（R63）   

＊根拠となるデータがある場合  
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7．感作性   

感作性は、気管等を刺激し、アレルギー様症状を起こす性質のことであり、その定性情  

報を分類に利用することが適当である。なお、感作性には気道感作性と皮膚感作性がある  

が、皮膚感作性については実際の環境濃度では問題になり得ないため、ここでは気道感作  

性のみを対象とすべきである。   

日本産業衛生学会では、様々な情報から検討を行って感作性物質を分類して表示してお  

り、日本の専門学会が評価した情報として利用でき、日本産業衛生学会の許容濃度の勧告  

で気道感作性第1群に指定されている物質及び気道感作性第2群を感作性のある物質に分  

類する■。   

EUでは、危険な物質の分類、包装、表示に関する理事会指令（CounCilDirective  

67／548侶EC）において、吸入による感作性物質をR42に指定しており、国際的に評価され  

た物質として利用することができるが、感作性とした根拠が不明であることから、EHC、  

BUA、ECETOC、SIDS、評価シート等で根拠となりうるデータがあるものを感作性のある  

物質に分類する。   

ACGⅡiでは人に対する感作性を評価しており、これも専門家による十分な評価が行わ  

れている情報として利用することができるが 、ACGⅡiのnV表中に感作性を示すSENま  

たは Sensitizationと表示されている物質には皮膚感作性も含まれていることから、EHC、  

BUA、ECETOC、SIDS、評価シート等で根拠となりうるデータがあるものを感作性のある  

物質に分類する。   

以上より、感作性を有する物質として指定対象候補物質となるのは、表6のうち、日本  

産業衛生学会の気道感作性物質、又はACGIH若しくはEUリスク警句により分類され  

たもののうち根拠となりうるデータのあるものとすることが適当である。  

表6 感作性の分類  

日本産業衛生学会  ACGⅡi＊   EUリスク警句＊   

気道感作性物質  

第1群  SEN，Sensitiza血on表示   R42指定物質   

第2群  

＊根拠となるデータがある場合  

8．生態毒性   

「動植物の生息若しくは生育に支障を及ぼすおそれ」は、生態系への影響を判断する際  

に用いる「生態毒性」を意味している。  
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生態毒性については、OECDが定めたテストガイドラインを用いた生態毒性試験の結果  

により判断1「る方法が国際的に定着している。特に、藻類（植物プランクトン）を一爪一次生  

産者の、ミジンコ（動物プランクトン）を一次消費者の、魚類を高次消費者の代表と見て、  

この3種類の試験結果で化学物質の生態系への影響を判断する方法が、現時点において  

OECD をはじめ国際的に主に用いられていることから、これらを生態毒性の判断の際の項  

目に用いることが適当である。   

生態毒性については、その試験結果の評価を行う機関が少なく、評価済みのデータを集  

めたデータベースが少ない 。今回は、以下の情報源を「評価済み」として用いることが適  

当である。   

OECETOC（EuropeanCenterfbrEcotoxicologyandToxicologyofChemicals）がまとめた  

TechmicalReport（No．56），AquadcToxicityDataEvaluation   

O環境庁において実施して評価した生態影響試験報告（平成7～9年度）   

○日本において登録されている農薬に関する公表データ   

この他、EUにおける分類表示（CounCilDerective67／548侶ECに基づくもの）については、  

根拠としうる定量データがある場合に利用できる。   

生態毒性iこついての分類としては、OECD／IOMCで合意されてた分類方法を参考にしつ  

つ行うべきである。生態毒性評価においては慢性毒性のデータ数が少ないので、OECD等  

で実施されているように、データ数の多い急性毒性試験の結果（L（E）c5。）も用いて慢性  
的な影響の程度を判断することが適当である。これにより、今回の物質選定においては、  

慢性毒性デー一夕（原則としてNOEC）と急性毒性試験結果とを両方利用することとし、こ  

の際NOECとL（E）C5。とは通常10～100倍程度の開きがあることを考慮してⅣ一つの表に  

まとめた。分類は、OECD／IOMCやEUで用いられている3クラスの分類のうち、有害性  

の程度の大きい方から2つ目までのクラスを用いることとした。なお、これに相当する  

EUの分類はR50とR51である。   

以上より、生態毒性の分類は表7の通りとなる。   

これらの分類のいずれかに該当する物質を指定対象候補物質とすることが適当である。  

表7 生態毒性の分類  

クラス   NOEC   L（E）C5。   EU＊   

0．1mg／l以下   1mg／1以下   R50   

2：   1mg／1以下   10mg／1以下  R51  

＊根拠となるデータがある場合  
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9．オゾン層破壊物質   

「当該物質がオゾン層を破壊し、太陽紫外放射の地表に到達する量を増加させること  

により人の健康を損なうおそれがあるもの」については、「オゾン層破壊物質」として  

モントリオール議定書の規定に即して国際的に合意されており、これに該当する物質を  

指定対象候補物質とすることが適当である。  

Ⅱ．選定基準  

（1）第〟種指定化学物質の選定基準   

第一種指定化学物質の選定基準としては、Ⅰの1．～9．のいずれかの有害性に分類  

された物質で、「1年間の製造・輸入量」が一定量以上または一般環境中で最近10年  

間で複数地域から検出されたものについては、現時点で製造・輸入等の取扱いがないこ  

とが明らかであるものを除き「相当広範な地域の環境での継続的な存在」があるものと  

みなし、選定対象とすることを基本とすることが適当である。ただし、特に重篤な障害  

をもたらす物質及び使用形態から見て明らかに環境中に放出されやすい物質については、  

「製造・輸入量」がより小さいレベルのものも「相当広範な地域の環境での継続的な存  

在」があるものとみなし、選定対象とすることが適当である。   

具体的な「1年間の製造・輸入量」には、これより多いと環境中から検出されやすく  

なる100トンを基本とし、より小さいレベルのものも対象とする場合はこれより1桁下  

の10トンとするのが一つの考え方である。また、OECDにおいて高生産量化合物等の目  

安としている1000トンを基本とする考え方もある。製造量、輸入量については公式統  

計、通産省の調査等を用いることができる。   

基本とする「1年間の製造・輸入量」を100トンとした場合、有害性ランクで発がん  

性クラス1の物質は、特に重篤な障害をもたらす物質であることが明らかであることか  

ら、「1年間の製造・輸入量」10トン以上の物質を選定することが適当である。なお、  

農薬については使用形態から見て明らかに環境中に放出されやすい物質であることから、  

「1年間の製造・輸入量」10トン以上の物質を選定することが適当である。   

また、－一般環境中での検出状況については、過去10年間の「化学物質環境汚染実態  

調査（通称；黒本調査）」におけるモニタリング結果等により、複数の地域から検出さ  

れた物質を選定することが適当である。   

なお、モントリオール議定書に規定されているオゾン層破壊物質（「特定物質の規制  

等によるオゾン層の保護に関する法律（オゾン層保護法）」の特定物質）は、国際的に  

適正管理が求められていること、その使用形態（冷凍機での使用等）から見て製造輸入  

が禁止されているものであっても現在もなお使用されている可能性が高いことから、  

「製造・輸入量」として過去の製造・輸入量の累積値を使用することが適当である。オ  

ゾン層破壊物質が環境中に排出された場合には、オゾン層に到達するまでは分解されに  
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くいものであることから、過去の累積の「製造・輸入量」が10トン以上のものでも  

「相当広範な地域の環境での継続的な存在」が認められるものとみなし、選定対象とす  

ることが適当である。  

（2）第二種指定化学物質の選定基準   

有害性の範囲については、第一種指定化学物質と同じ範囲とすることとなっている。   

一般環境中で局所的あるいは・時的でも検出報告がある場合には、製造・輸入量の増  

加に伴って「相当広範な地域の環境において継続して存することとなると見込まれる」  

ものとなる可能性がある。また、「1年間の製造・輸入量」が1トンを超えることは、  

当該化学物質の市場化が進み、将来的に「製造。輸入量」が増加することが想定される。  

このため、「製造量、輸入量又は使用量の増加等により、相当広範な地域の環境におい  

て継続して存することとなることが見込まれる化学物質」の判断基準としては、，・一般環  

境中において最近10年間で1ケ所報告があるもの又は「1年間の製造・輸入量」1ト  

ン以上のものとすることが適当である。  
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第一種指定候補物質リスト  別表1   

亘   
CAS   

物資者血申q巨   別封 発がん性クラスT   

亜鉛化合物（溶解性）  

2  137－30－4  S．S■一亜鉛（Ⅱ）＝ビス（ゾメチルカルハ◆モゾチオア」・）   ゾラム  

3   79－06－1  アクルアミド  

4  107－02－8  アクリルアルデヒド   アクロレイン  

5   79－10－7  アクリル酸  

6  140－88－5  アクリル酸エチル  

7  2439－35－2  アクリル酸2－（シ●メチルアミノ）エチル  

8   96－33－3  アクリル酸メチル  

9  107－13－1  アクリロニトリル  

10  103－23－1  アゾピン酸ビス（2－エチルヘキシル）  

打  111－69－3  アゾポニトリル  

12  15ト56－4  アシ●リシ●ン   エチレンイミン  

13   75－07－0  アセトアルデヒト■  

14   75－05－8  アセトニトリル  

15   78－67－1  2，2’－アゾヒ■スイソナチロニトリル  

16   90－04－0  0－アニシソン  

17   62－53－3  アニリン  

18  14卜43－5  2－アミノエタノール  

19  111－40－0  N－（2－アミノエチルト1，2－エタンシ’アミン   ゾエチレントリアミン  

20  120068－37－3  5－アミノー1－［2，6－ゾクロロー4－（トリフルオロメテル）フユニルト4－  

［（トリフルオロメチル）スルフィニルト1H－ピラゾールー3一加レホ■二  

トリル   

21   61－82－5  3－アミノー1H－1．2．4－トリアゾール   アミトロール  

22  53369－07－6  2－アミ／一4－［ヒト■ロキシ（メチル）ホスフィノイル］酪酸   ク■ルホシネート  

23  591－27－5  m－アミノフェノール  

24  107－18－6  アリル＝アルコール  

25  106－92－3  トアリルオキシー2．3－エホヰシアロハ】ン  

26  アルキルヘ●ンセ●ンスルホン酸及びその塩（直鎖型）  

（C＝10－14）  

27  アンチモン及びその化合物  

28  4098－7ト9  3イソシアナトメチルー3，5．5一トリメチルシクロヘキシル＝イソシア  

ナート   
29   78－79－5  イソプレン  

30   80－05－7  4，4，’－イソアロビリデンシ●フェノール   ビスフェノールA  

31  25068－38－6  4．4’イソアロビリデンシウエノール・1－クロロー2，3－エホヰシア  

ロハ○ン重縮合物   
∂2  4162－45－2  2，2’－Iイソプロビリデンビス［（2．6－ゾフ●ロモー4，トフユニレン）オ  

キシ］Iシ●エタノール  

33  2631－40－5  2イソブロピルフ工ニル＝メチル加レl◆マート   イソプロ加けてMIPC〉  

34   98－83－9  イソプロヘウニルヘ●ンセ●ン   α－メチルスチレン  

35  114－26－1  2イソプロポキシフ工ニルニメチル加レハ●マート   プロポキスル（PHC）  

36   96－45－7  2－イミダゾリシーンチオン   エチレンチオウレア、2イミダゾリンー2－チ  

オール  

37  13516－27－3  1，1’－［イミノヒ■ス（オクタメテレン）】ゾゲアニシ●ン   イミノクタゾン  

38  76578－14－8  エチル＝2一［4－（6－クロロー2ヰノキサリニルオキシ）フエノキシ］プロ  

ピオナート   
39  25319－90－8  S－エチル＝2－（4－クロロー2－メチルフエノキシ）チオアセタート  MCPA一チオエチル（フ工ノチオール）  

40  17109－49－8  0一エチル＝S．S－シ■フ工ニル＝ホスホロシ■チオアート   エディフェンホス（EDDP）  

41  640－15－3  S－［2－（エチルチオ）エチル］＝0．0－シ■メチル＝ホスホロシ7オアー  

42  2104－64－5  0－エチル＝0－（4一ニトロフェニル）＝フエニルホスホノチオアート  EPN  

43  40487－42－1  N－（1－エチルプロピル）一2，6－シ■ニトロー3，4－キシリソン   へ○ンディメタリン  

44  2212－67－1  S－エチル＝ヘキサヒドロー1H－アセ●ピンー1一加レホーチオアート  モリネート  

45  100－41－4  エチルヘ●ンすン  

46  35400－43－2  0－エチル＝0－【4－（メチルチオ）フ工ニル］＝S－フbロヒ○ル＝ホスホロ  

シ●チオアート   

47  36335－67－8  0－エチル＝0－（5－メチルー2－ニトロフ工ニル）＝sec－プチルホス  

ホルアミト7オアート   

48  107－21－1  エチレン＝グリコール  
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第一種指定候補物質リスト  別表1   

No   
qAS   

物質名（ルPAq）   別名 寛がん性クラス1   

49  107－15－3  エチレンシーアミン  

50   60－00－4  エチレンゾアミン四酢酸  
51  12122－67－7  （［エチレンビス（加レハ●モゾチオアト）］（2－）I亜鉛   ゾネブ  

52  12427－38－2  t［エチレンビス（カルハ■モソテオアト）］（2一）Iマンがン   マンネナ  

53   62－44－2  4’一工トキシアセトアニリト■   フェナセチン  

54  110－80－5  2－エトキシエタノール   エチレングリコール＝エチル＝エーテル  

55  2593－15－9  5一工トキシー3－（トリクロロメチルト1，2，4－チアゾアゾール   工トリゾアゾール（エクロメゾール）  

56   96－09－3  α．β－エホヰシスチレン   スチレンオキシト●  

57  122－60－1  1．2－エポキミト3－フエノキシナロハ〉ン   ダリシシ◆ルフェニルエーテル  

58  556－52－5  2．3－エポキシノトナロハ0ノール  

59   75－56－9  1．2－エポキシプロハ○ン   メチルオキシラン、プロピレンオキシトー  

60   75－21－8  オキシラン   エチレンオキシト●   ＊   

61  111－87－5  1－オクタノール  

62  1806－26－4  4－オクテルフェノール  

63  カト■ミウム及びその化合物  ＊   

64  105－60－2  ど一カプロラクタム  

65  576－26－1  2．6－キシレノール  

66  1330－20－7  キシレン  

67  銀及びその化合物（溶解性）  

68  107－22－2  ケリオキサール  

69  111－30－8  ゲルタルアルデヒト’  

70  1319－77－3  クレゾール  

71  クロム及び3価クロム化合物  

72  6価クロム化合物  ＊   

73   79－04－9  クロロアセチル＝クロリト’  

74   95－51－2  0－クロロアニリン  

75  106－47－8  p－クロロアニリン  

76  108－42－9  m－クロロアニリン  

77   75－00－3  クロロエタン  

78  1912－24－9  2－クロロー4－エチルアミノー6－イソフ0ロビルアミノー1．3，5－トリアシー  
ン   

79  51218－45－2  2－クロロー2’一エチルーN－（2－メトキシートメチルエチル）－6’－メチ  

ルアセトアニリト●   

80   75－0卜4  クロロエチレン   塩化ビニル（モノマー）   ＊   

81  106－89－8  トクロロー2．3－エポキシプロハロン   エビクロロヒトヤリン  

82  2310－17－0  S－［（6－クロロー2－オキソー3（2H）－へ●ンスーオキサゾリル）メチ  

ル］＝0．0一ゾエチル＝ホスホロゾチオアート   

83  79622－59－6  3－クロローN－［3－クロロー5－（トリプルオロメチル）一2－どリソルト  

α，α．α－トリプルオロー2，6－ソニトローP－トルイゾン   

84  119446－68－3  卜（（2－［2－クロロー4－（4－クロロフエノキシ）フ工ニルト4－メチルー  

1．3－シ牙キソランー2－イル1メチル）－1H－1，2，4斗リアゾール   

85   79－1卜8  クロロ酢酸  

86  122－34－9  6－クロローN，N’－ゾエチルー1．3．5－トリアシーンー2，4一ゾアミン  シマゾン（CAT）  
87  51218－49－6  2－クロロー2■．6’－ゾエチルーN－（2－プロポキシエチル）アセトアニリ  

ト●   

88  15972－60－8  2－クロロー2■．6，－シ◆エチルーN－（メトキシメチル）アセトアニリト◆  アラクロール  

89  470－90－6  2－クロロー1－（2，4－ゾクロロフ工ニル）ヒーニル＝ゾエチル＝ホスファー  

90  2274－67－1  2－クロロート（2，4－ゾクロロブェニル）ヒ◆ニル＝ゾメチル＝ホスファー  

91   97－00－7  トクロロー2，4－ソニトロヘ小ンサン  

92  1－クロロー1」－ゾフルオロエタン   HCFC－142b  

93  クロロゾフルオロメタン   HCFC－22  

94  2－クロロー1，1，1．2うトラフルオロエタン   HCFCL124  

95  クロロトリプルオロエタン   HCFC－133  

96  クロロトリフルオロメタン   CFC－13  

97   95－49－8  0－クロロトルエン  

98  100－00－5  p－クロロニトロヘーンすン  
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第一種指定候補物質リスト  別表1   

榊S   
三∴Nム   物質名（山P殖仁   別名 発がん性クラスゝ1   

99  77458－0卜6  0－［1－（4一クロロフ工ニル）－1日－ビラゾールー4－イル］＝0一工チ  

ル＝S－プロピル＝ホスホロチオアート   

100  107－05－1  3－クロロブロヘ○ン  

101  28249－77－6  S－（4－クロロヘヤンゾル）＝ゾエチルカルハーモチオアート   チオヘ●ン加レナ（ヘーンチオカづ■）  

102  86598－92－7  4－タロロヘ■ンゾル＝N－（2．4－シ■クロロフエニル）－2－（1H－  

1．2，4－トリアゾールートイル）アセトイミドチオアート   
103  108－90－7  クロロヘ●ンセ●ン  

104  クロロヘリンタフルオロエタン   CFC－115  

105   74－87－3  クロロメタン   塩化メチル  

106   94－74－6  （4－クロロー2－メチルフエノキシ）酢酸   MCPA（MCP）  

107  96491－05－3  2一クロローN－（3－メトキシー2一チエニルト2’，6’－ゾメチルアセトア  

ニリト●   

108  1314－62－1  五酸化八ナナシりム  

109  コハ●ルト及びその化合物  

110  111－15－9  酢酸2－エトキシエチル  

111  108－05－4  酢酸ビニル  

‖2  110－49－6  酢酸2－メトキシエチル  

113   55－63－0  三硝酸グリセリン   ニトログリセリン  

114  3861－47－0  4－シアノー2．6一シー］－ト■フェニル＝オクタノアート   イオキサニルオクタノエート（アイオキシニル）  

115  51630－58－1  シアノ（3づエノキシフ工ニル）メチル＝2－（4－クロロフ工ニルト3－メチ  

ルアチラート   
116  52315－07－8  シアノ（3－フエノキシフ工ニル）メチル＝3－（2，2－ゾクロロビニルト  

2，2－シ■メチルシクロプロハ0ン加レホ●キシラート   

117  102851－D6－9  α－シアノー3⊥フエノキシヘ●ンシ●ル＝N一【2－クロト4－（トリフルオ  

ロメチル）フ工ニルトD－J＼●リナート   

118  無機シアン化合物（錯塩及びシアン酸塩を除く）  

119  50512－35－1  シ●ィソナロビル＝2－（1，3－ゾチボンー2－イリ子●ン）マ叶－ト  イソプロチオラン  

120  100－37－8  2－（シ●エチルアミノ）エタノール  

121  333－41－5  0，0－ゾエチル＝0－（2イソプロピルー6－メチルー4－ビリミゾニ  
ル）＝ホスホロチオアート   

122  298－04－4  0．0－ゾエチル＝S－［2－（エチルチオ）エチル］＝ホスホロシ●チオアー  

123  13593－03－8  0．0一ゾエチル＝0－（2－キノキサリニル）＝ホスホロチオアート  キナルホス  

124  119－12－0  0，0－シーエチル＝0－（1，6－ゾヒト◆ロー6－オキソー1－フェニルー3－  

ビリダシ■ニル）＝ホスホロチオア」、   

125  12ト75－5  ゾエチル＝［（シ●メトキシホスフィノチオイル）チオ】スクシナート   マラチオン（マラソン）  

126  2921－88－2  0．0一ゾエチル＝0－（3．5．6－トリクロロー2－ビリシ●ル）＝ホスホロ  

チオアート   
127  125306－83－4  N，N－シ■エチルー3－［（2，4，6－トリメチルフエニル）スルホニルト  

1H－1．2，4－トリアゾールート加レホ●キサミド   
128  18854－0卜8  0，0－シ■エチル＝0－（5－フ工ニルー3－イソオキサゾリル）＝ホスホロ  

チオアート   
129   56－23－5  四塩化炭素  

130  123－9ト1  1．4－シ●ォキサン  

131  108－91－8  シクロヘキシルアミン  

132   95－33－0  N－シクロヘキシルー2－へ’ンゾチアゾールスルフ工ンアミトー  

133  107－06－2  1．2－シ■タロロエタン  

134   75－35－4  1．トシ■クロロエチレン   塩化ビニリデン  

135  156－59－2  cjs－1，2－ゾクロロエチレン  

136  156－60－5  trans－1，2－ゾクロロエチレン  

137  シ■クロロゾフルオロメタン   CFC－12  

138  23950－58－5  3，5－シ’クロローN－（1，トシ■メチルー2づ〉ロビニル）へ’ンス■ァミト◆  アロビザミト■  

139  ゾクロロテトラフルオロエタン   CFC－114  

140  2．2－ゾクロローり．1－トリフルオロエタン   HCFCq123  

141  82692－44－2  2－［4－（2．4－ゾウロロ「¶－トルオイル）一1．3－ゾメチルー1H－ビ  

ラゾールー5－イルオキシト4－メチルアセトフ工ノン   

142  106917－52－6  2’．4－シ●クロロー4■一ニトロー3－（トリフルオロメチル）へ■ンセ■ンスルホ  

ンアニリト◆   
143  3209－22－1  1．2－ゾウロロー3一ニトロヘーンサン  

144   89－61－2  1．4－ゾクロロー2一ニトロヘ●ンサン  

145   62－73－7  2，2－ゾクロロビニル＝ゾメチル＝ホスファート   ゾクロルホ小ス（DDVP）  

，・，・・23 －  



第一種指定候補物質リスト  別表1   

No   
CÅS   

物質名（IUPAC）   別名   発がん性クラス1   

146  34643－46－－4  0－（2，4－ゾウロロフ工ニル）＝0－エチル＝S－アロビル＝ホスホロ  

シ●チオアート   

147   97－17－－6  0－（2，4－シ■クロロフ工ニル）＝0．0－ゾエチル＝ホスホロチオアート  ゾウロルフ工ンチオン（ECP）  

148  330－54－－1  3－（3，4－ゾクロロブェニルト1．トゾメチル尿素   ゾウロン（DCMU）  

149  330－55－－2  3－（3，4－ゾウロロフ工ニル）一1－メトキシー1－メチル尿素   リニュロン  

150   94－75一－7  （2．4－ゾウロロフエノキシ）酢酸   2．4－D（2．4－PA）  

151  1，1－ゾウロロー1づルオロエタン   HCFC～141b  

152  ゾウロロフルオロメタン   HCFCr21  

153   96－23・－1  1．3一ゾクロロー2－プロハ0ノール  

154   78－87－－5  1．2－ゾクロロブロハ0ン  

155  709－98－－8  3■．4」ゾウロロブロビオンアニリト   7D臼ハロニル（DCPA）  

156  542－75・－6  1，3－ゾクロロブロヘ0ン   D－D  

157   91－94－－1  3，3’－ゾクロロヘ■ンゾゾン  

158   95－50－－1  ●    ＝  

159  106－46－－7  p－ゾクロロヘ●ンセーン  

160  71561－11－－0  2－［4－（2．4－ゾクロロヘーンゾイルト1，3－ゾメチルー1H－ビラ  

ゾールー5－イルオキシ］アセトフ工ノン   

161  5801ト68－－0  4－（2，4－ゾウロロヘ■ンゾイル）－1，3－ゾメチルー5－ビラゾリル  

＝p－トルエンスルホナート   

162  1194－65・－6  2．6－ゾウロロヘ■ンゾニトリル   ゾウロヘ小ニル（DBN）  

163  ゾクロロヘ〇ンタフルオロブロハ○ン   HCFC－225  

164   75－09・一2  シ●クロロメタン   塩化メチレン  

165  3347－22・－6  2．3－ゾシアノー1．4－ゾチアアントラキノン   ソテアノン  

166  1582－09－－8  2，6－シ◆ニトローN．N－ソナロビルー4－（トリプルオロメチル）アニリン  トリプルラリン  

167  25321－14・－6  ソニトロトルエン  

168   51－28・一5  2．4一ソニトロフェノール  

169   85－00・－7  6．7－ゾヒトーロシ●どリト11．2－a：2’．1■－C】ビラゾンゾイウム＝ゾ  

フ◆ロミト●   

170  1563－66・－2  2．3－ゾヒドロー2，2－ゾメチルー7－へ◆ンゾ［b】フリル＝メチル加レ  

ハ■マ」・   

171  55285－14■－8  2．3－ゾヒドロー2，2－ゾメチルー7－へ●ンゾ［b］フリル＝N－（ゾフ■チ  

ルアミノ）チオーN－メチル加い◆マート   

172  950－37－8  S一［（2．3－ゾヒト●ロー5－メトキシー2－オキソー1，3．4－チアゾア  

ゾールー3－イル）メチル］＝0，0一ゾメチル＝ホスホロゾチオアート   

173  122－39一－4  ゾフ工ニルアミン  

174  102－81－8  2－（ソナチルアミノ）エタノール  

175  300－76－5  1．2－ゾフ●ロモー2．2－シ■クロロエチル＝ゾメチル＝ホスファート  ナレット●（BRP）  

176  ゾフ■ロモテトラフルオロエタン   ハロンー2402  

177   87－62－7  2．6－ゾメチルアニリン  

178   95－64■－7  3．4－ゾメチルアニリン  

179  2636－26・－2  0．0－ゾメチル＝0－（4－シアノフ工ニル）＝ホスホロチオアート  シアノホス（CYAP）  

180  1643－20・－5  N．N－ゾメチルト■デシルアミン＝N－オキシト■  

181   52－68一6  ゾメチル＝（2，2．2＋lノクロロー1蠣ヒト◆ロキシエチル）ホスホナート  トリクロルホン（DEP）  

182  5598－13・一0  0，0－シーメチル＝0－（3，5，6－トリクロロー2－どリシ◆ニル）＝ホスホロ  

チオアート   
183  4685－14・－7  1，1’－シ■メチルー4，4’－ビビリシ●ニウム塩［ハうコートを除く］  

184  1910－42・－5  1，1’一ゾメチルー4．4■－ビビリゾニウム＝ゾウロリト●   ハうコートシりロリト●（ハ山ラコート）  

185  2655－14・－3  3．5－ゾメチルフ工ニル＝メチル加レハ●マート   XMC  

186  119－93－7  3．3■べ′◆メチルヘ■ンシ▲シ◆ン   0－トリゾン  

187   68－12－2  N．N－ゾメチルホルムアミト●  

188  2275－23・－2  0，0－ゾメチル＝S－Ⅰ2－【1－（メチル如しハてイル）エチルチオ］エチ  

ル1＝ホスホロチオアート   

189   60－51－5  0．0－ゾメチル＝S－（メチル加レハ■モイル）メチル＝ホスホロゾチオ  

アート   
19D  122－14－5  0，0－ゾメチル＝0一（3－メチルー4ニトロフ工ニル）＝ホスホロチオ  

アート   
191  6923－22・－4  ゾメチル＝トメチルー2－（メチル加レハ小モイル）ビニル＝ホスファート  モノクロトホス  

192   55－38－9  0，○－シーメチル＝○－［3－メチル岬4一（メチルチオ）フ工ニル］＝ホスホ  

ロチオアート   
193  2597－03・－7  2－【（ゾメトキシホスフィノチオイル）チオト2づ工ニル酢酸エチル  フ工ントエート（PAP）  

封  



第一種指定候補物質リスト  別表1   

由   
CAS   

物質名叫PÅd） 別各 尭がん性クラス1   

194  水銀及びその化合物  

195  100－42－5  スチレン   スチレン（モノマー）  

196  1332－21－4  石綿  ＊   

197  セレン及びその化合物  

198  ダイオキシン類  ＊   

199   62－56－6  チオ尿素  

200  1163－19－5  デカブロモゾフ工ニル＝エーテル  

201   100－97－0  1．3．5．7－テトラアサ’トリシクロ【3．3．1．1（3．7）］デカン   ヘキサメチレンチトラミン  

202  563－12－2  ●●●●       ■  
アート）   

203  1897－45－6  テトラクロロイソフタロニトリル   クロロタロニル（TPN）  

204  127－18－4  テトラクロロエチレン  

205  テトラクロロゾフルオロエタン   CFC－112  

206  533－74－4  テトラヒトーロー3，5－ゾメチルー2H－1．3．5－チアゾアシ●ンー2－チオ  ダゾメット  

207  11070－44－3  テトラヒトbメチル無水フクル酸  

208  116－14－3  テトラフルオロエチレン  

209  100－21－0  テレフタル酸  

210  120－61－6  テレフタル酸シ●メチル  

211  銅塩榎（溶解性のものであって、錯塩を除く）  

212   75－87－6  トリクロロアセトアルデヒト■   クロラール  

213   71－55－6  1，1，トトリクロロエタン  

214   79－00－5  1，1，2－トリクロロエタン  

215   79－01－6  トリクロロエチレン  

216  108－77－0  2，4，6－トリクロロー1且5－トリアゾン  

217  トリクロロトリフルオロエタン   CFC－113  

218   76－08－2  トリタロロニトロメタン  

219  115－32－2  2．2．2－トリクロロー1．トビス（4－クロロフ工ニル）エタノール   ゾコホル（ケルセン）  

220  55335－06－3  （3．5，6一トリクロロー2－ピル■ル）オキシ酢酸   トリクロビル  

221  トリクロロフルオロメタン   CFC－11  

222   67－66－3  トリクロロメタン   クロロホルム  

223  2451－62－9  1．3．5－トリス（2．3－エポキシフ〉ロビルト1．3，5－トリアシ■ンー  1．3，5」・リグリシソルイソシアヌル酸  

2，4．6（1H．3H．5Hトトリオン  

224  115－96－8  トリス（2一クロロエチル）＝ホスファート  

225  25155－23－1  トリス（ゾメチルフ工ニル）＝ホスファート   TXP  

226  118－96－7  2，4，6－トリニトロトルエン  

227  126－73－8  トリフ■チル＝ホスファート  

228  118－79－6  2．4，6－トリブロモフェノール  

229   75－25－2  トリブロモメタン   フ●ロモホルム  

230  3452－97－9  3，5，5－トリメチルートヘキサノール  

231   108－67－8  1，3，5「トリメチルヘ■ンセ●ン  

232   95－53－4  0一トルイゾン  

233  106－49－0  p－トルイノン  

234  108－88－3  トルエン  

235   95－80－7  乙4－トルエンゾアミン   2，4－トルイレンゾアミン  

236  52570－16－8  2－（2－ナフテルオキシ）プロピオンアニリト   ナプロアニリド  

237   63－25－2  1－ナプチル＝N－メチル加レハ●マート   加レ＼●リル（NAC）  

238  鉛及びその化合物  

239  628－96－6  ニ硝酸エチレン＝グリコール  

240  ニッケル化合物  ＊   

241  7440－02－0  ニッケル（金属）  

242  139－13－9  2．2＼2’’「ニトリロ三酢酸  

243  100－0ト6  p一ニトロアニリン  

244   86－30－6  N一ニトロソシつ工ニルアミン  

245  100－02－7  p一ニトロフェノール  

246   98－95－3  ニトロヘーンセ■ン  

247   75－15－0  二硫化炭素  

248  25154－52－3  ノニルフェノール  

ー 25  



第一種指定候補物質リスト  別表1   

No   
CAS   

物質・名（1UPAC）   別名   尭がん性クラス1   

249  ハ■リウム及びその化合物（溶解性）  

250   88－89－1  ピクリン酸  

251  1014－70－6  2，4－ビス（エチルアミノ）－6一（メチルチオト1，3，5斗リアゾン  シメトリン  

252  10380－28－6  ビス（8ヰノリノラトNl．08）銅（Ⅱ）   オキシン銅（有機銅）  

253  74115－24－5  3，6－ビス（2－クロロフ工ニル）－1．2，4，5一子トラシ■ン   クロフ工ンチゾン  

254  64440－88－6  ヒ■ス（ゾメチル加レハ■モシーチオアトS．Sり（〃一【［エチレンビス（力  

ルハ■モソテオアト）】（2－）Iニ亜鉛）   

255  137－26－8  ビス（ゾメチル加レハ●モチオイル）＝ゾスルフィトー   チラム（チウラム）  

256  61789－80－8  ビス（水素化牛脂）ゾメチルアンモニウム＝クロリド  

257  ヒ素及びその無機化合物  ＊   

258  302－01－2  ヒドラシーン  

259   90－02－8  2－ヒト■ロキシヘーンス●アルデヒト◆   サルテルアルデヒト◆  

260  123－3卜9  ヒト●ロキノン  

261  100－40－3  4－ビニルートシクロヘキセン  

262  100－69－6  2－ビニルビリゾン  

263  55179－31－2  1－（4－ビフ工ニリルオキシト3，3－シーメチルー1－（1H－1．2，4－トリ  

アゾールー1－イル）－2づ●タノール   

264  110－85－0  ビヘうシ●ン  

265  110－86－1  ビリゾン  

266  120－80－9  ピロカテコール  

267   95－54－5  0－フ工ニレンゾアミン  

268  106－50－3  pづ工ニレンゾアミン  

269  108－45－2  汀「フ工ニレンゾアミン  

270  156－43－4  pづ工ネチゾン  

271  108－95－2  フェノール  

272  62850－32－2  S－（4－フエノキシナテル）＝ゾメチル加レハてチオアート   フ工ノチオ加レナ  

273  52645－53－1  3づエノキシヘ●ンシ◆ル＝3－（2，2－ゾクロロビニル）－2，2－ゾメチル  

シクロプロハロン加レホ’キシラート   
274  106－99－0  1，3つ◆タゾエン  

275  117－84－0  フクル酸ゾー∩－オクチル  

276   84－74－2  フタル酸ゾー∩－フ■チル  

277  3648－21－3  フタル酸ゾヘプチル  

278  117－81－7  フクル酸ビス（2一エチルヘキシル）  

279   85－68－7  フタル酸フ●テル＝へ■ンゾル  

280  69327－76－0  2－te正一ナチルイミノー3－イソフ∪ロビルー5－フ工ニルテトラヒト●ロー  
4H－1，3，5一チアゾアシ◆ンー4－オン   

281  112410－23－8  N－terトフ●チルーN▲－（4－エチルヘ◆ンゾイル）－3，5－シ■メチルヘ■  
ンゾヒトうソトー   

282  122008－78－0  フ■テル＝（R〉－2－［4－（4－シアノー2－フルオロフエノキシ）フエノキシ］  

プロピオナート   
283  111812－58－9  te正一プチル＝4－［（Ⅰ［（1，3－ゾメチルー5－フエノキシー1H－ビラ  

ゾールー4－イル）メチリデン］アミノ1オキシ）メチル］へ■ンゾアート   

284  3766－81－2  2－SeCづ■チルフ工ニル＝メチル加い＼●マート   フ工ノブ如け（BPMC）  

285  88678－67－5  0－（3－tert－ナチルフ工ニル）＝N－（6－メトキシー2－ビリシ●ルト  

N－メチル加レハ●モチオア」、   

286  2312－35－8  2－（4－tertづ了ルフエノキシ）シクロヘキシル＝2－プロビニル＝ス  

ルフィット   
287  96489－71－3  2rtert－フ7ルー5－（4－tert－7Pテルヘ■ンゾルチオ）－4－クロロ  

－3（2Hトビリダゾノン   

288  ＝9168－77－3  N－（te正一ナチルヘサンゾルト4－クロロー3－エチルートメチルー  

5－ピラゾール加レホ◆キサミトー   
289   95－3l－8  N一（tert一フ7ルト2－へ■ンゾチアゾールスルフ工ンアミト◆  

290  フツ化水素及びその塩（溶解性）  

291  12071－83－9  Ⅰ［アロビレンビス（加レハ■モシ7オアト）］（2一）I亜鉛   プロビネブ  

292  アロモクロロゾフルオロメタン   ハロン岬1211 

293  41198－08－7  0－（4－フ小口モー2－クロロフェニル）＝0一エチル＝Sづ】ロビル＝ホス  

ホロチオアート   
294  プロモトリプルオロメタン   ハロンー1301  

295   75－26－3  2づ一口モブロハ〇ン  

296   74－83－9  ブロモメタン   臭化メチル  
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第一種指定候補物質リスト  別表1   

CÅS   
一J∴物質名（iup 別各 発が麺タラネ1 

297  13356－08－6  ヘキサキス（2－メチルー2－フエニルナロビル）シースタノキサン   酸化フエンデタスス●  

298  115－28－6  1，4，5．6．7．7－ヘキサクロロヒ◆シクロ［2．2．1］ヘフ∪ター5一エンー2．3－  

ゾ加レホ■ン酸   
299  115－29－7  6，7，8．9．10．10一ヘキサクロロー1．5．5a鼠9，9a－ヘキサヒドロー  

6．9－メタノー2，4．3－へ●ンゾシ牙キサチエピンー3－オン   

300  124－09－4  ヘキサメテレンゾアミン  

301  822－06－0  ヘキサメチレン＝シーィソシアナート  

302  へ●リリウム及びその化合物  ＊   

303   98－07－7  へ■ンゾリソン＝トリクロリトー   α，α．α－トリクロロトル工ン   ＊   

304   98－87－3  ヘーンシ●リデン＝ゾクロリト●   へ●ンサ●ルタロライトー  

305  100－44－7  ヘーンゾル＝クロリト●  

306  26087－47－8  S－へ■ンシ‘ル＝0，0－ゾイソフUロビル＝ホスホロチオアート   イデロヘ●ンホス（lBP）  

307  85785－20－2  S－へ■ンシ■ル＝N一（1．2－ゾメチルフ）ロビルトN－エチル加レハ■モ  

チオアート   
308  100－52－7  へ●ンス■アルデヒト●  

309   7ト・43－2  へ●ンセ‘ン  ＊   

310  108－98－5  ヘーンセ●ンチオール   チオフ工ノール  

311  552－30－7  1，2，4－へ●ンセ●ントリ加レホ■ン酸1．2一無水物   トリメリト酸1．2一無水物  

312  73250－68－7  2－（2一ヘーンゾチアゾリルオキシ）－N－メチルアセトアニリト●   メフ工ナセット  

313   82－68－8  へ○ンタクロロニトロヘ●ンセ■ン   キントセーン（PCNB）  

314   87－86－5  へロンタクロロフェノール  

315  ホウ素及びその化合物  

316   75－44－5  ホスゲン  

317  1336－36－3  ポリ塩化ビフェニル   PCBs  

318  耐パオキシエチレン）＝アルキル＝エーテル（C＝12－15）  

319  9036－19－5  ポリ（オキシエチレン）＝オクチルフ工ニル＝エーテル  

320  9016－45－9  ポリ（オキシエチレン）＝ノニルフ工ニル＝エーテル  

321   50－00－0  ホルムアルデヒト●  

322  8018－01－7  マンカ●ン＝亜鉛＝［1．2－エチレンビス（加レハてゾチオア斗）］  マンセブ  

323  マンカ●ン及びその化合物  

324   85－44－9  無水フタル酸  

325  108－3ト6  無水マレイン酸  

326   79－41－4  メタクlル酸  

327  688－84－6  メタクリル酸2－エチルヘキシル  

328  106－91－2  メタクリル酸2．3－エホリキシプリロビル  

329  105－16－8  メタクリル酸2－（ゾエチルアミノ）エチル  

330  2867－47－2  メタクリル酸2－（シ’メチルアミノ）エチル  

331   97－88－1  メタクリル酸∩－プチル  

332   80－62－6  メタクリル酸メチル  

333  126－98－7  メタクリロニトリル  

334  89269－64－7  2′－メチルアセトフ工ノン＝4．6－ゾメチルー2－どリミシ’ニルヒドラゾ  フェリムゾン  

335  100－61－8  N－メチルアニリン  

336  556－61－6  メチル＝イソチオシアナート  

337  144－54－7  メチル加レl■モゾチオ酸   メタムアンモニウム塩（カーハ■ム）  

338  100784－20－1  メチル＝3－クロロー5－（［（4．6－シーメトキシー2－どリミゾニル）加レハ■  

モイル］スルファモイルト1－メチルー1H一ピラゾールー4一加レホヰ  

シラート   

339  33089－6ト1  3－メチルー1，5－ゾ（2．4一キシリル）－1，3．5－トリアサヘDンター  

1，4－ゾ工ン   

340  2439－01－2  6－メチルー1．3－ゾチオロ［4．5－b］キノキサルト2－オン   キノメテオネ」・（キノキサリン系）  

341  108－99－6  3一メチルビリゾン  

342  61432－55－1  S－（1－メチルー1－フ工ニルエチル）＝トビヘ∪リソン加レホ■チオ  

アート   
343  26471－62－5  メチルー1，3一フ工ニレン＝ゾイソシアナート   トルンシーィソシアナート  

344  17804－35－2  メチル＝1－（プチル加レハーモイルト1H一ヘーンゾイミダゾールー2－  

イル加レハ■ナート   
345   88－85－7  2一（1－メチルプロピル）－4，6一ソニトロフェノール   シンセ7  
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